
2025.6.26 

株式会社ジェイック 

報道関係者各位                           (コード番号 7073 東証グロース) 
 

プレシニア社員の「仕事に対するモチベーション」に関する実態調査 
「モチベーション低下」が過半数、理由に『キャリアが尊重されていない』が最多 

 

企業向けの教育研修事業と若年層向けの就職支援事業を展開する株式会社ジェイックは、プレシニア社員 300 名

(50～59 歳の管理職 150 名、一般社員 150 名)を対象に実施した「仕事に対するモチベーション」に関するアン

ケート調査の結果を発表します。（調査委託先：株式会社アスマーク、調査期間：2025 年 5 月 23 日～5 月 24

日） 

 
■プレシニア社員の仕事へのモチベーション： 
過半数がモチベーション低下、管理職と一般社員でモチベーションに 21 ポイントの差 

 
「現在の仕事に対し、モチベーション高く働けていますか」と質問したところ、「あまりそう思わない」が 39.0％、

「そう思う」が 35.3％、「全くそう思わない」が 17.0％、「非常にそう思う」が 8.7％となり、「あまりそう思

わない」と「全くそう思わない」を合わせると、50 代正社員の過半数がモチベーション高く仕事に取り組めてい

ない傾向が見受けられました。 

 

管理職・一般社員別に内訳を見ると、管理職では「あまりそう思わない」「全くそう思わない」を合わせた割合

が 45.4％だった一方、一般社員では 66.6％とその差は 21.2 ポイントとなり、管理職層に比べて、一般社員のモ

チベーションの低さが際立つ傾向も見受けられました。 

 

 

 

■モチベーション高く働けない理由： 
役職の有無を問わず、「50 代～60 代のキャリアが尊重されていない」が最多 

 
冒頭の質問で「あまりそう思わない」「全くそう思わない」と回答した方に、「その理由として、あてはまるも

のをすべて教えてください」と質問したところ、管理職、一般社員ともに、最も多かった回答は「50 代～60 代

のキャリアが尊重されていない」でした。次に「仕事に新鮮さを感じられず退屈」「働きに対して会社から適切

な評価を受けていない」といった項目が、役職の有無を問わず共通して多く挙げられました。 

 

一方で、「働きに対して会社から適切な評価を受けていない」と回答した割合は、一般社員が管理職を 9.5 ポイ

ント上回りました。さらに「働き方に対して体力が追いつかない」という体力面での不安については、その差は

18.6 ポイントにまで広がる結果となり、一般社員がより待遇面と健康面での課題を抱えていることがうかがえま

した。 



 

 

 

■プレシニア社員がもっとも果たしたい役割： 
 管理職は「経験やスキルを活かした業務遂行・改善指揮」、一般社員は「与えられた業務の遂行」 
 
「現在の職場でもっとも果たしたい役割として、もっともあてはまるものをひとつ教えてください」と質問した

ところ、管理職では、「経験やスキルを活かした的確な業務遂行・改善指揮」が 32.0％で最も多く、次に「与え

られた業務を確実に遂行すること」(17.3％)、「部下・後輩の育成や指導」（16.0％）と続きました。これまでの

キャリアで培った能力を活かし、組織を牽引し、次世代を育てるというリーダー・マネジメント層としての役割

を意識していることがうかがえました。 

 

一方、組織貢献や後進の育成といった役割を意識する管理職とは対照的に、一般社員では「与えられた業務を確

実に遂行すること」が 42.7％と突出して最多となりました。まずは自身の担当業務を着実にこなすことを最も重

要な役割だと考えているようです。 

 

 

 

 

 



■モチベーション高く働き続けるために、会社に求めること： 
 役職の有無を問わず「働きやスキルに見合った評価や報酬が得られる制度の導入」が最多 
 
最後に、「モチベーション高く働き続けるために、会社に求めること」を複数選択で質問したところ、管理職、

一般社員ともに最も多く選ばれたのは「働きやスキルに見合った評価や報酬が得られる制度の導入」でした。 

 

また、それぞれの立場によって重視するポイントには違いも見られました。管理職では、「50 代社員のスキルや

経験が活かせるプロジェクトや業務の提供」が 31.3％、「定年制や役職定年制の廃止」が 20.7％と、一般社員よ

りも多く選ばれ、これまでの経験を活かし、さらに組織に貢献したいという意欲がうかがえました。一般社員で

は、「柔軟性の高い働き方の導入(短時間勤務、在宅勤務など)」が 27.3％と、管理職よりも多く選ばれ、ライフ

ステージや体力に応じた柔軟な働き方へのニーズが高いことがわかりました。 

 

 

 

今回の調査結果について、当社取締役の近藤は、次のように述べています。 

 

「今回の調査から、50 代プレシニア社員の半数以上が仕事に対してモチベーションを保てずに働いている傾向

が見受けられました。なかでも『キャリアが尊重されていない』との声が役職の有無を問わず最多となり、会社

からの期待を感じられずにいることがうかがえます。さらに、果たしたい役割として、管理職は経験やスキルを

活かした貢献を挙げる一方で、一般社員の約 3 人に 1 人が『果たしたい役割は特にない』と回答しており、役割

意識の喪失が懸念されます。こうした背景には、職場における存在意義の不透明さや、これからのキャリアに対

する展望の欠如があると考えられます。 

 

今後、再雇用の時期を迎える団塊ジュニア世代は、理想と現実のギャップに直面することになります。これまで

の経験を活かした業務や後進の育成などに貢献したいと考えていても、企業が求めているのは“プレーヤー”と

して現場で再び活躍することです。希望するポストには限りがあり、接客や雑務、事務作業等の実務を含め、現

場で自ら動いて価値を生み出す姿勢が求められます。こうした現実を前に、どのような覚悟を持って 60 歳まで

の残された時間を過ごすかが、その後のキャリアを左右するでしょう。 

 

高年齢者雇用安定法により、65 歳までの雇用確保が義務づけられ、70 歳までの就業機会の確保も企業の努力義

務とされています。加えて、労働人口の減少や採用難、人的資本経営の観点からも、プレシニア層の活躍は、企

業にとって重要な経営課題です。今後は、単なる雇用継続にとどまらず、プレシニア社員が再び自律的に働き、

組織に貢献できる環境の整備が必要です。まず企業は、『経験に敬意を払い、期待する役割を明確に示すこと』

が大切です。そのうえで、管理職には挑戦機会を、一般社員には柔軟な働き方の選択肢を提示するなど、立場に

応じた支援を行うことが求められます。そして何より、マインドセットの醸成を含むキャリア研修やリスキリン

グの機会の提供など、プレシニア層の再活性化に向けた継続的な投資こそが、変化の時代を勝ち抜く鍵となるで

しょう。」 

 



 

株式会社ジェイック 取締役 教育事業部長 近藤浩充 

大学卒業後、情報システム系の会社を経て入社。IT 戦略事業、全社経営戦略、教育事業、

採用・就職支援事業の責任者を経て現職。企業の採用・育成課題を知る立場から、当社

の企業向け教育研修を監修するほか、一般企業、金融機関、経営者クラブなどで、若手

から管理職層までの社員育成の手法やキャリア形成等についての講演を行っている。デ

ール・カーネギー・コース認定トレーナー。昨今では管理職のリーダーシップやコミュ

ニケーションスキルをテーマに、雑誌『プレジデント』(2023 年)、J-CAST ニュース(2024

年)、ほか人事メディアからの取材も多数実績あり。 

 

 

 
【調査概要】 
調査名称：プレシニア社員(50 代正社員)の「仕事に対するモチベーション」に関する実態調査 

調査対象：50～59 歳の正社員〔管理職(課長以上)150 名、一般社員 150 名〕 

調査機関：株式会社アスマーク 

調査方法：Web アンケート 

調査期間：2025 年 5 月 23 日～5 月 24 日 

回答者数：300 名 

 
プレシニア社員の就業意欲等に関する実態調査_データ集： 

https://www.jaic-g.com/wp-jaic/wp-content/uploads/2025/06/eff51166cfc771d92602fde52dc54189.pdf 

 
 
■教育支援サービス（教育事業部）の概要 
当社にて 20 年以上続いている事業で、受講者の“マインド面”を重視して行動変容を促す研修を得意としてい

ます。主な研修としては、『人を動かす』等で有名な「デール・カーネギー・トレーニング」研修、世界的ベス

トセラー書籍を基にした「7 つの習慣®」研修や、目標達成メソッドとして著名な「原田メソッド®」の研修、そ

の他顧客企業のニーズに合わせた各種カスタマイズ研修を提供しています。 

サイト URL：https://www.jaic-g.com/service/education/ 

 
■会社概要 
社名   ：株式会社ジェイック 

代表取締役：佐藤 剛志 

設立   ：1991 年 3 月 

資本金  ：2 億 6,229 万円（2025 年 1 月末現在） 

本社所在地：東京都千代田区神田神保町 1-101 神保町 101 ビル 7F（受付 6F） 

事業所  ：名古屋、大阪、福岡オフィス、熊本オフィス、上海ジェイックマイツ 

事業内容 ：フリーター・既卒・第二新卒者向けの就職・採用支援サービス「ジェイック 就職カレッジ®」 

中退者の就職・採用支援サービス「ジェイック 中退就職カレッジ®」 

新卒学生の就職・採用支援サービス「新卒カレッジ®」 

新卒スカウトサイト「Future Finder®」 

企業向け教育研修事業 

URL    ：https://www.jaic-g.com/ 

既卒向け就職支援サービス：https://www.jaic-college.jp/ 

新卒向け就職支援サービス：https://shinsotsu.jaic-college.jp/lp/2023/ 

企業向け採用支援サービス：https://www.jaic-g.com/service/adoption/ 

企業向け教育研修サービス：https://www.jaic-g.com/service/education/ 

採用×教育チャンネル 「ＨＲドクター」：https://www.hr-doctor.com/ 

 

【お問い合わせ先】 

株式会社ジェイック  担当：梅田 

E-mail： info@jaic-g.com TEL  03-5282-7600  FAX  03-5282-7607 
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